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令和７年７月１３日
国土交通省 京浜河川事務所

多摩川水系河川整備計画（変更）

治水事業に関する説明
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多摩川流域の特徴（重要な幹線交通機関の渡河、人口・資産の集中）

○多摩川では、東名高速道路、中央自動車道、東海道新幹線など東西を結ぶ重要な幹線交通機関が渡河しており、首都圏の物
 流ネットワークを支える交通の要所になっている。

○多摩川流域には人口・資産が集中しており、浸水想定区域（想定最大規模）は約130km2、浸水想定区域内の人口は約
183万人、家屋数は約88万戸、想定被害額は27兆円と想定されている。

※多摩川・浅川・大栗川の洪水浸水想定区域図（想定最大規模）全体図
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000647812.pdf

多摩川を渡河する主な交通機関 多摩川流域の浸水想定区域図（想定最大規模）
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○令和元年東日本台風（台風第19号）では、10月11～12日の豪雨により中上流部の流域平均2日雨量が490mmを超え、多
くの観測所において雨量・水位ともに既往最高値を観測した。

○多摩川・浅川では21箇所において堤防や河岸等の被災が発生した他、日野橋（東京都管理）の橋脚が河床洗掘によっ
て沈下した影響で通行止めとなった。

令和元年東日本台風による被災状況

降雨状況

水位状況

堤防法崩れ

許可工作物の災害（日野橋）

堤防・河岸の被災状況

洗掘深：約4.7m

御岳

檜原

中上流部における

流域平均2日雨量490㎜
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○多摩川の氾濫域には、人口・資産が高度に集積していることから重要度を考慮して、気候変動により予測される将来
の降雨量の増加等を考慮した年超過確率※1/70～1/80とし、基準地点である石原（東京都調布市）において目標とす
る流量を7,200m3/sと設定する。

多摩川水系河川整備計画の目標について
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T 7年多摩川改修工事
【4,170m3/s】

⇒S 50年多摩川工事実施基本計画（改定）
【6,500m3/s】

R 5年多摩川河川整備基本方針（変更）
【7,400m3/s】

⇒H 13年 多摩川河川整備計画
【4,500m3/s】

令和元年東日本台風
（被害：床下浸水708戸、床上浸水885戸

半壊889戸、全壊7戸
農地宅地その他37.2ha ）

⇒H 12年多摩川河川整備基本方針
【6,500m3/s】

←平成19年9月台風第9号
（被害：床下浸水11戸

床上浸水5戸
農地宅地その他
0.45ha ）

←昭和49年9月台風第16号
（被害：民家19棟流出、

浸水1,270戸、
冠水耕地2,769ha）

⇒変更（案）
多摩川
河川整備計画
【7,200m3/s】

【気候変動の影響による将来の降雨量の増大を考慮】
多摩川（東京都調布市石原地点）における年最大流量※２

実績の流量
【7,000m3/s】

←令和6年8月
台風第10号※３

4,500 

7,200 

H13(H29)河川整備計画 変更河川整備計画

流

量

(m3/s)

河川整備計画

 将来の
  気候変動の
  影響を反映

整
備
計
画
目
標
流
量

整
備
計
画
目
標
流
量

目標流量 ＜基本地点：石原＞

変更河川整備計画

6,500 
7,400 

H12河川整備基本方針 R5変更河川整備基本方針

流

量

(m3/s)

河川整備基本方針(1/200)

 将来の
  気候変動の
  影響を反映

計
画
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量

計
画
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量

※1   年超過確率とは毎年、１年間にその規模を超える洪水が発生する確率を示しています。
※2 年最大流量は実績降雨を用いてダム無し・氾濫無しの場合に下流に流れてくる洪水流量
※3 令和６年の数値については、速報値のため、変更となる可能性があります。

（1/20）

（1/70～1/80）
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治水事業実施予定箇所

○現行の河川整備計画、令和元年東日本台風を踏まえた緊急治水対策プロジェクトの整備内容をベースとして、整備計
画目標の洪水を流下可能となるメニューを設定する。
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整備内容の例 河道掘削・築堤・堤防の質的整備

○河道掘削形状は、動植物の生息・生育・繁殖環境や人と河川との豊かな触れ合い活動の場を踏まえて、「治水」「環
境」「利用」が調和した掘削形状を検討する。

○多摩川、浅川では計画堤防の断面形状に対して幅や高さが不足している区間が残っているため、引き続き築堤を実施
し、安全性の向上を図る。

○堤防防護に必要な河川敷幅（約40m）が確保できない区間や、出水時に高流速が発生することで洗堀が生じる可能性の
ある区間では、水衝部対策や高水護岸といった堤防の質的整備を行う。

河道掘削 築堤

高水護岸

多摩川右岸5.8k周辺の事例

整備前 整備後

多摩川右岸20.2k付近の事例

整備後整備前

多摩川左岸17.0k付近の事例

整備前 整備後

（令和4年2月）（令和3年6月）

水衝部対策

多摩川28.0k付近の事例

整備前 整備後

多摩川原橋

多摩川原橋

多
摩
川
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整備内容の例 高規格堤防・高潮対策

○戸手地区（川崎市幸区）は堤防が背後に整備されている堤外保全区域であり、浸水被害が頻発している。治水安全度
の向上を目的として、民間開発事業や川崎市、土地区画整理事業と一体的に高規格堤防の整備を行う。

○気候変動の影響に伴う東京湾の水面上昇等により、波のうちあげ高が計画堤防高を上回る区間については、干潟やヨ
シ原に生息する動植物の生息・生育・繁殖の場への影響を回避しつつ、低水路に消波工を設置する。

戸手地区高規格堤防の実施状況 今後

高規格堤防事業の概要

高規格堤防 高潮対策（消波工）

高規格堤防事業の概要

令和元年東日本台風 浸水状況
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水災害対策の基本的な考え方の変遷 令和７年度 水管理・国土保全局関係 予算概要
https://www.mlit.go.jp/river/basic_info/yosan/gaiyou/yosan/r07/yosangaiyou_r701.pdf
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流域治水の加速化・深化 令和７年度 水管理・国土保全局関係 予算概要
https://www.mlit.go.jp/river/basic_info/yosan/gaiyou/yosan/r07/yosangaiyou_r701.pdf



水利用施策の基本的な考え方の変遷 令和７年度 水管理・国土保全局関係 予算概要
https://www.mlit.go.jp/river/basic_info/yosan/gaiyou/yosan/r07/yosangaiyou_r701.pdf
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流域総合水管理への展開 令和７年度 水管理・国土保全局関係 予算概要
https://www.mlit.go.jp/river/basic_info/yosan/gaiyou/yosan/r07/yosangaiyou_r701.pdf
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